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平成24年７月３日,７月１４日　九州北部豪雨により大きな被害を受けました。平成24年７月３日,７月１４日　九州北部豪雨により大きな被害を受けました。

松原・下筌ダムがもたらした効果とは…松原・下筌ダムがもたらした効果とは…
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九州北部豪雨にみるダムの働き

　北部九州に強い雨域がかかり、短時間に記録的な雨量となりました。松原・下筌ダム流域でも北部九州同様

　短時間で強い雨が降りました。花月川等では、水位が上昇し堤防の崩壊などの被害を受けました。
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松原・下筌ダム

河川流域雨量（8月10日本局記者発表資料）

◎松原ダム流域平均雨量

　1時間雨量：56.3mm(7月14日7:00～8:00)
  3時間雨量：  94mm(7月14日4:00～7:00)

◎下筌ダム流域平均雨量

　1時間雨量：62.9mm(7月14日7:00～8:00)
  3時間雨量： 108mm(7月14日6:00～9:00)

◎花月川（筑後川水系）
　花月川雨量観測所（大分県日田市）

　1時間雨量： 63mm(7月14日6:00～7:00)
  3時間雨量：124mm(7月14日4:00～7:00)

日田市三和　明徳橋下流右岸の護岸崩壊状況
　　　　　        (平成24年7月14日 8:10)

花月川（筑後川水系）

日田市西有田　坂本橋下流左岸の護岸崩壊状況
　　　　　        (平成24年7月14日 8:40)

花月川（筑後川水系）

日田市三和地区　（花月川 7/700付近) 浸水状況
　　　　　       　　  (平成24年7月3日 空撮）

●雨の降り方と強さの目安

花月川

九州北部豪雨の強さ

■防災操作によるダム下流にもたらした効果■

ダムがない場合のピーク水位　=約85m

ダムの防災操作による水位　=約84m

左岸堤防高=約85m
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日田市京町水位状況
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九州北部豪雨による貯めた水の容積

九州北部豪雨による貯めた水の容積

16.3ｍの水位上昇
16.5ｍの水位上昇

防災操作前水位　237.7m

防災操作後水位　254.0m

防災操作前水位　292.0m

防災操作後水位　308.5m

水道用水などに利用するために
常時貯めている水量

水道用水などに利用するために
常時貯めている水量

兄弟ダム（松原・下筌ダム）の適切な防災操作により九州北部

豪雨による被害を軽減しました。川の水位を約1.0m程度も低く

し、堤防の決壊や、家屋浸水被害をなくしました。

防災操作により、容積にしてヤフードーム約１６個分の水

図-1　　松原・下筌ダムで水を貯めた状況

河川の水位を下げました。（図-2）

図-2　　ダム操作により川の水位を下げた効果　
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ダムの防災操作による水位　=約84m

通常の水位

通常の水位　EL=約77m

ダムが無い場合の水位EL=約85m
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日田市京町（筑後川75/200左岸)
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